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W18a NeXT/XRT：開発の現状（III）
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次期X線天文衛星計画NeXTに搭載されるX線望遠鏡システムの、開発の現状について報告する。NeXTは 2013
年打ち上げを目指し、現在 Phase-Aにあり、2008年の Phase-B移行を目指して準備・開発を進めている。
NeXTの特徴は 0.3∼300 keVという広帯域の同時観測である。このうち、80keV以下で結像光学系（X線望遠

鏡）による撮像観測を行う。10keV以上の硬X 線領域では初の撮像観測になり、口径 40cm/焦点距離 12mの多層
膜硬 X線望遠鏡を 2台搭載する。焦点面には Si+CdTe硬 X線イメージャーが搭載される。2台の軟 X 線望遠鏡
（<10keV、口径 40cm/焦点距離 6m）の焦点面には、X線マイクロカロリーメーターとX線 CCDを搭載する。

NeXT/XRTの開発は、国内の X線望遠鏡開発関係機関と NASA/GSFCとの連携により行う。製作施設は名古
屋大及びNASA/GSFCに設置される。性能評価は SPring-8（硬X線）と宇宙研（軟X線）において行う。
NeXT/XRTの基本的な仕様は Phase-A中に確定され、続いて Phase-Bから開発・製作が開始される。2008年

中に製作装置が整備され、2009年に試験製作を 1年間行う。2010年から 2011年にかけて FM製作を行う。並行し
て 2010年後半からX線光学特性評価を開始する。デリバリー完了予定は 2012年夏である。
現在、関係機関において望遠鏡の基本設計と基礎技術開発、性能評価施設の整備が行われている。基本的な要素

技術は既に確立しており、NeXTに特化した開発を進めている。


